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風声雪語 －野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

 記念礼拝（物故者追悼）・記念講演は７日

(土)１２時３０分から黒澤記念講堂で開催さ

れ、司式は小林昭博宗教主任によって行われ

ました。讃美歌合唱のあと、聖書の朗読、今

年度の物故者追悼については司会者の加藤清

雄校友会事務局長から同窓生、旧職員一人一

人の故人名が紹介されました。奨励では、小

林宗教主任が追悼の意味もこめて「メメン

ト・モリ」とのテーマで説教をいただきまし

た。礼拝の最後に全員での酪農讃歌を合唱し

記念礼拝を終了しました。同窓生・学園関係

者約８０名にご出席をいただきました。 

 記念講演に先立ち、酪農学園を代表して谷

山弘行理事長から学園を取り巻く状況報告と

講師への謝意が述べられました。記念講演

は、まず、同窓生代表からは石田陽一氏（大

学酪農学科４４期生）を講師としてお迎えし

て、「都市近郊酪農の可能性を追求する－６

次産業化の先へ－」をテーマにご講演いただ

きました。 

 石田さんは都市近郊酪農について、欠点を

長所に発想の転換をはかり、近隣の若手農家

との連携により副題である「６次産業化の先

へ」いく酪農経営の可能性を追求していることを

スライドにより報告し、時間が足りないくらいの

講演内容でした。多くの方に聞いていただきたい

内容でした。 

 続いて石田さんの恩師でもある安宅一夫氏（大

学名誉教授・元学長）から「明治維新１５０年と

酪農学園８５年－地上の星とバイブルとまぼろし

を受け継ぐ者―」と題してご講演をいただいた。

安宅先生は明治維新の功労者が本学創立者黒澤酉

蔵翁の思想に影響を与えたことやさまざまな人物

と酪農学園の関わりについて沢山のスライドによ

り丁寧に説明していただきました。特に北海道の

命名にかかる黒澤翁の見解やデンマーク酪農をめ

ざした背景等もわかりやすくご紹介していただい

た。 

編集後記 4 
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２０１７年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １，６２１名 

 大   学 計   ３０，１６０名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   ２０，０４９名 

 合 計 計   ６１，３１７名 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計    

       ＊９１，５１７名 

   総合計  

    １５３，１３７名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（０）) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（０) 

ホームカミングデー開催報告 



近畿地区・京都府支部・滋賀県支部合同総会報告  

  去る６月１７日（日）滋賀県近江八幡市にあるホテル

ニューオウミを会場に「京都府支部・滋賀県支部合同総

会」、「近畿地区総会」を行いました。 

 当日は京都・滋賀両支部会員および近畿地区役員、岡田関

東甲信越地区岡田勉会長、本学から石島力副学長にご出席い

ただき、総勢２１名での開催となりました。 

 今年は、滋賀県特産の『鮒ずし』を鮒の養殖から一貫して

行っている飯魚（いお）の代表大島さんより講演して頂きま

した。 

 養殖池の土壌作りなどを行いプランクトンや餌のエビが育

つ環境を作り琵琶湖の環境に近づけて、今は稀少となったニ

ゴロブナの養殖に成功したお話などを頂きました。 

 動物と魚の違いはあれど育成の基本は環境作りからと言う

共通点を知り、大学で学んだことを思い起こしました。(文

責 京都支部 佐藤豪三） 

 

 

関東甲信越地区千葉県支部総会 

   

 平成30年度千葉県支部総会が去る7月28日（土）千葉市生

涯学習センターを会場に実施された。 

今回から機農高校同窓会も参加することになり今後の活動充

実が期待される。 

 また、役員改選も行われ別紙の方々が新役員に選出され

た。役員の任期は平成32年までである。新支部長には鈴木邦

夫氏、副支部長には乾 昭志氏、石村行弘氏がそれぞれ選出

された。 

 この原稿は新支部長の多忙により，旧支部長が代行報告し

たものである。（文責 唐仁原景昭） 

単位同窓会 紹介コーナー            
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風声雪語 －野幌だより－ 

九州地区総会（理事会）報告 

  

  去る６月１７日、長崎県諫早市、諫早観光ホテル「道具

屋」において、平成３０年度九州地区酪農学園同窓会の総会

を開催しました。 

  九州地区酪農学園同窓会は、全九州８県の県支部同窓会で

構成しており、今回の総会には、来賓として竹花酪農学園大

学学長、小山同窓会会長のご来駕を賜り、挨拶のなかで、学

園の近況などをつぶさに報告をいただきました。 

  総会には、樺木野昂会長（福岡県支部長、酪農‘６９年

卒）、小嶋聖副会長（宮崎県支部長、獣医’９４年卒）、竹

中勝男理事（鹿児島県支部長、短大‘６０年卒）、北村裕和

理事（大分県支部長、獣医’７３年卒）、安井辰二氏（熊本

県支部長代理、短大‘７１年卒）、田中巧一理事（沖縄県支

部長、獣医’８０年卒）、松﨑秀保理事（長崎県支部長、獣

医‘７８年卒）、南川藤夫理事（佐賀県支部長、獣医’７９

年卒）、また、今年秋に開催が予定される「全体総会 in 長

崎」の協議に関連し、長崎県支部より古賀友英顧問、久保達

彦事務局長の出席を得ての開会となりました。 

 開会に先立ち、小嶋副会長より定数の２/３以上の出席が

あり、本日の総会が成立したことを宣した後、樺木野会長よ

り５月３０日開催の本部同窓会理事・代議員会の報告と合わ

せ、開会の挨拶を行い、協議に入りました。 

 会長より、協議事項１．「平成２９年度事業報告・収支決

算」並びに、協議事項２．「平成３０年度事業計画・収支予

算」の説明があり、「九州地区全体総会in長崎」を１０月６

日（土）、諫早市において、学園より谷山理事長・近常務、

講師として西田とわの森三愛高校長を招請して開催すること

を正式に決定しました。 

 今年度末で任期満了となる会長・副会長の選出について

は、次回に持ち越しとし、本部同窓会代議員（平成３１～３

３年度）の選出については、副会長と南川佐賀県支部長を推

挙することが決定しました。 

 全体総会次回（平成３２年度）開催県については、大分

県、沖縄県を候補開催県とし決定し、１０月に最終決定する

ことになりました。 

 以上、先送りになりました事項がありますものの、上程し

ました事項の協議・決定をすることが出来、会長より謝辞を

述べ閉会となりました。 

 会議後、出席者全員により懇親会が開催され、和気あいあ

いのなか、最長老の竹中鹿児島県支部長の発声により、万歳

三唱を全員で唱和し全日程を終了しました。 



地区支部同窓会紹介コーナー            
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第５巻 第６号（通号５４号） 

   中部地区愛知県支部総会報告  

  6月24日（日）午後1時30分から、名古屋駅前「ウイン

クあいち」にて23名の卒業生が参集し、学園から野 英二大学

副学長(講師)、同窓会から小山久一会長のご出席を頂いて

2018年度同窓会を開催しました。 

 総会は山本秀樹事務局長の司会で進行し、加藤正木愛知県支

部長、小嶋裕隆獣医同窓会愛知県支部長の挨拶で始まり、ご来

賓のご挨拶の後、同窓会愛知県支部の議事は加藤支部長が議長

となり事業報告・決算報告等を行い、承認されました。また、

獣医同窓会愛知県支部は小嶋支部長から、同窓会愛知県支部の

活動の現状等について説明されました。 

 その後、野 副学長により「酪農学園の教育と施設の現況」

と題し、スライドを用いてお話し頂くと共に会員からの多くの

質問に丁寧にお答えを頂きました。 

 15時頃の小休憩後、公益社団法人日本獣医師会の北村直人

顧問（獣医４期）から「大切なのは記録と検証」と題し、①

チーム獣医療(獣医師等)の役割と社会的責務、②記録と検証・

チーム獣医療のありかた、③指示書と耐性菌、④アニマルウェ

ルフェアと動物倫理について、最新の情報を交えながら、分か

りやすく解説いただきました。 

 講演後は懇親会場に移り、ご来賓の野 副学長、小山同窓会

長、北村講師、村田耕一郎 同窓会中部地区長（三重県支部

長）及び永井勝 富山県支部長からご挨拶を頂きましたが、特

に小山同窓会会長からは全国どこかで毎月のように同窓会が開

かれ、卒業生が学園のことを思ってくれている状況があり、同

窓会活動の意義をご挨拶で熱く話されたのが印象的でありまし

た。 

 懇親会は尾関信一副支部長の乾杯により開始され、ご来賓の

先生方を囲み、各テーブルで笑顔と共に例年より話が弾み、

あっという間に時間が過ぎていきました。 

 終わりは三浦康郎（獣医１３期）先生の朗々たる掛け声の

下、酪農賛歌を全員で肩を組み合唱し、藤田実副支部長の閉会

の挨拶で盛会の中終了しました。 

 会が終わっても話足らずの感が強く、山本秀樹事務局長の手

配により野 副学長と北村講師を囲み２次会が行われ、遅くま

で楽しい時間を過ごしました。 

 同窓会の目的である「親睦」の輪を広げるためにも、来年度

は、より多くの同窓生が参集していただけることを願っており

ます。（文責 愛知県支部事務局 小林哲夫）  

 

 関東甲信越地区東京都支部総会報告  

 2018年7月21日（土）13時より酪農学園東京オフィスに

て、東京都支部第１３回定期総会ならびに講演会、懇親会が開

催されましたのでご報告いたします。 

１）定期総会 

 総会の司会進行は原田國明副支部長の開会宣言の後、須田利

明支部長よりご来賓の方々へ歓迎のご挨拶等がありました。今

年は例年になく猛暑の日々が続いておりまして、ご出席の皆様

に特段の御礼と感謝の意が述べられました。 

 

 支部長挨拶のあと、司会者より本日のご来賓のご紹介があり

ました。その後、支部会則により須田支部長が議長となり議案

の審議に入りました。 

第1号議案 29年度事業報告・決算報告・監査報告  

第2号議案 30年度事業計画（案）・予算（案）  

第3号議案 支部役員改選について  

第4号議案 その他  

等の議案が審議され、全て原案通り承認されました。 

 役員改選では須田支部長が今回退任され、新支部長に福山二

仁氏が就任されました。一部役員の退任・新があり、新役員を

代表して福山新支部長よりご挨拶がありました。 

２）ご来賓のご紹介 

 ご来賓のご挨拶は、酪農学園同窓会会長 小山久一様・学校法

人酪農学園酪農学園大学副学長 野 英二様・関東甲信越地区会長 

岡田勉様・埼玉県支部長 廣間善之様・神奈川県支部長 田村 

滋・千葉県支部長 唐仁原景昭様・茨城県支部長 根本久美子様・

群馬県支部長 小林一太様・高等学校関東甲信越地区事務局長 横

塚元幸様よりそれぞれ近況報告を賜りました。 

３）講演会 

 今回の講演会は、支部副支部長の北村直人様です。 

 北村様は、元衆議院議員で獣医学博士・獣医師です。現在は

公益社団法人日本獣医師会顧問、日本獣医師連盟委員長等々多

数の役職につかれておられます。 

 講演は最近の時世について多岐にわたりお話されました。同

窓会（同窓生）の役割・現在の政治情勢・加計学園獣医学部設

置・水と緑の惑星保全ＧＥＡ地球環境行動・ご自分が次世代の

獣医師養成のために獣医学教育現場で活動されておられる等々

とのことです。 

４）懇親会 

 昨年同様に、会場を東京交通会館銀座スカイラウンジ展望回

転レストランで開催しました。岡本富雄副支部長の挨拶、西井

義昭新副支部長の乾杯により和やかな懇親の場となり、展望回

転レストランでの昼景の東京銀座を眺めながら堪能されたこと

でしょう。最後に初参加で最年少でもある環境システム学部卒

業の小久保和俊氏の立派な閉会のご挨拶で来年も有楽町であい

ましょうと17時20分散会しました。 
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〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 

今後の主なスケジュール（ＨＰ参照） 

  ８月０５日（日） 酪小獣麦の会総会・研修会 

   １１日（土） 緑風会中央研修会 

   ２６日（日） 九州地区長崎県支部総会 

 ９月０９日（日） 近畿地区兵庫県支部総会 

   ２９日（土） 北海道第４地区宗谷支部総会 

   ２９日（土） 九州地区沖縄県支部総会 

   ３０日（日） 中国地区岡山県支部総会 

１０月０６日（土） 九州連合同窓会全体総会in長崎 

１１月１０日（土） 東北地区福島県支部総会 

   １１日（日） 中部地区岐阜県支部総会 

   １７日（土） 道南地区会 

   １７日（土） 道北地区上川第二支部総会 

   １７日（土） 九州地区熊本県支部総会 

   ２５日（日） 関東甲信越高校合同同窓会 
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あ と が き 

  

 本年度、第２７回ホームカミングデーは始めて白樺祭と

の併行開催でしたが、皆様のご協力により盛会のうちに終

了いたしました。  

 また昨年から実施の周年同期会も年々出席者が増えて恩

師との再会を喜ぶ光景を見ることが出来ました。お礼を申

し上げます。  

 さて、同窓会も左記のとおり、全国各地で総会等が開催

されるようになり、事務局もそれなりに多忙になってきま

した。北海道の未設置支部６箇所の解消とともに全国的な

地区支部活動の推進強化を計っていきたいと考えておりま

すのでご協力をお願い申し上げます。 

 西日本豪雨について、被災された関係県の皆様にはお見

舞い申し上げます。同窓会では同窓生の安否確認作業や情

報共有を進めております。被災情報をお持ちの方は同窓会

事務局までお知らせ願います。 

関東甲信越地区新潟県支部12回定期総会 

 平成３０年７月２８日土曜日、新潟市新潟東映ホテルにて、

午後４時より、野 英二副学長、加藤清雄同窓会副会長、関東

甲信越地区会長岡田 勉氏、同神奈川県支部副支部長早田俊輔

氏各位の来賓ご臨席を賜り開催いたしました。 

 ご臨席いただきました、来賓の皆様にはこの場をおかりいた

しまして、厚く御礼申し上げます。 

 午後４時定刻に総会議事が北原支部長を議長として開会進行

全議案が審議承認され、午後４時半に終了いたしました。今回

の総会で、新潟県の酪農学園同窓会の先達として、活動を続け

てきた獣医科同窓会が当新潟県支部同窓会と軌道にのったと認

定いただき、当会に合流することになり、非常に意義のある総

会となりました。 

 議事の終了後、野副学長、加藤福会長、岡田関東会長の祝辞

をいただき、講演に移りました。講演は当支部長で、新潟県福

祉保健部衛生課長を退職後、現（公財）新潟県生活営業指導セ

ンター専務理事である北原良一氏が公衆衛生と獣医師のかかわ

りについて、ご自身の経験をもとに非常に理解しやすい講演が

なされ、一同感じ入ったところでした。 

 最後は参加者全員の記念撮影を行い、懇親会に移りました。 

 懇親会は、神奈川県支部副支部長早田俊輔氏の乾杯の音頭で

和気あいあいの進行、当支部参加最年長（８７歳・機農高）の

大先輩との交流も新鮮にみなさん、ビヤガーデンのビールを飲

み干し意気が上がりました。 

小冊子紹介：デンマークに学べー黒澤酉蔵翁・遺訓ー 

編著者 仙北富志和（学園長） 発行 酪農学園後援会 
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目次 はじめに 黒澤酉蔵翁の遺訓 

1節 人生の意義とは 

2節 私のデンマーク論 

3節 酪農の使命ー「健土健民」の実現 

4節 デンマークに学べ－三愛精神 

黒澤酉蔵翁の主な業績 

本冊子は、酉蔵翁が残した多くの遺訓の中から、最晩年の昭和52

年1月から57年4月にかけて月刊専門誌「近代酪農」に「酪翁百

話」として口述連載（執筆：浅田英祺）したもののうち「私のデ

ンマーク論」と題した部分を中心に抽出し、意訳・改題したもの 

です。 

＊入手ご希望の方は、実費送料分240円を添えて、上記の事務局

まで申込下さい。 


